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　「ゆりゾーンオープン」（７月15日／関の森公園）

今月の表紙

　今月号の表紙は、どこま
でも高く、澄み切った青空
の下、白壁の美しさが際立
つ小峰城です。
　昨年、夜間ライトアップ
をリニューアルし、三重 櫓

やぐら

がより立体的に見えるよう
工夫を凝らしています。　
　今年６月、本施設は照明
学会から「平成27年照明普
及賞」を受賞しました。　
　夏の夜空にたたずむ雄大
な姿をご覧ください。

目次 2016. ８. １　Ｎｏ.129- ＣＯＮＴＥＮＴＳ -

02　季節の写真／今月の表紙／目次
03　特集／～熊本城復旧への道標～小峰城石垣再生の歩み
08　Ｔｏｐｉｃｓ
10　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１／白河提灯まつり、高齢者福祉
12　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２／三世代同居・近居住宅支援　ほか
14　ラウンジ～様々な情報をお届け～
16　図書館情報
17　白河文化交流館「コミネス」情報
18　施設情報／歴史民俗資料館、集古苑、市民会館　ほか
19　白河が誇る優れた産品を紹介！／白河歴史人物伝
20　くらしの情報館
24　子育て情報
25　保健情報
26　日曜窓口・納期限／人口／献血　ほか
27　市長の手控え帖
28　今月号の締めの一杯／人物Ｒｅｐｏｒｔ
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◎
特
集

　
５
月
20
日
、
熊
本
県
の
Ｐ
Ｒ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
が
本

市
を
訪
れ
、
石
垣
の
修
復
が
進
む

小
峰
城
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
熊
本
城
（
熊
本
市
）
は
、
熊
本

地
震
で
石
垣
が
数
十
か
所
に
わ
た

り
崩
落
す
る
な
ど
、
深
刻
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
文
化
財
の
保
存

と
修
復
と
い
う
大
き
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
今
、
国
指
定
史
跡

で
あ
る
小
峰
城
石
垣
修
復
の
経
験

が
生
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
熊
本
城
復
旧
へ

の
道
標
と
な
る
、
小
峰
城
石
垣
再

生
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

～
熊
本
城
復
旧
へ
の
道
標
～

小
峰
城
石
垣
再
生
の
歩
み



進
む
石
垣
修
復

　
東
日
本
大
震
災
で
10
か
所
の
石

垣
崩
落
が
確
認
さ
れ
た
小
峰
城
。

国
指
定
史
跡
（
平
成
22
年
８
月
５

日
指
定
）
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的

価
値
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

現
在
、
伝
統
工
法
に
よ
る
修
復
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
３
月
か
ら
平
成
25
年

９
月
に
か
け
約
７
、０
０
０
個
に

及
ぶ
崩
落
石
材
を
撤
去
。
平
成
27

年
３
月
に
は
本
丸
南
面
・
搦か

ら
め
て手
門

・
清
水
門
、
平
成
28
年
３
月
に
は

帯お
び
く
る
わ

曲
輪
門
の
石
垣
修
復
を
完
了
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
竹
之
丸
南
面
、
本
丸
西

面
お
よ
び
北
面
・
雪
見
櫓や

ぐ
らの
修
復

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
柱
の
ゆ
が
み
や
瓦
の
破
損
、
壁

の
亀
裂
な
ど
が
見
ら
れ
た
三
重

櫓や
ぐ
ら・
前
御
門
の
改
修
工
事
も
昨
年

３
月
に
終
了
し
、
同
年
４
月
に
は

一
般
公
開
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
箇
所
全
て
の
修
復
に
は
、

ま
だ
数
年
の
年
月
を
要
し
ま
す
が
、

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
小
峰
城

の
再
建
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
震
災
か
ら
５
年

目
を
迎
え
た
石
垣
再
生
の
歩
み
を

紹
介
し
ま
す
。

５ ４

石工職人（親方）
五

ご み

味　博
ひろし

さん（山梨県甲州市）

　先代から技術を学び、石工職人と
して全国各地の現場で仕事をしてき
ました。江戸城や甲府城などの石垣
修復の経験を生かし、３年前から小
峰城で石垣の修復現場を指揮してい
ます。
　文化財の修復は、先人が築いた石
垣を元の姿に忠実に戻すことが原則。
この点に一番気を使いますが、一方
でやりがいにもつながっています。
　現在職人の数は16人。今まで50

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

技術の継承に力を注ぐ甲州の石工職人

１．本丸北面の解体作業　２．追廻地区での石材調査　３．クレーンを使った積み上げ作業　４．プラスチックの型紙を使った石積
みのシミュレーション　５．石材加工の様子　６．石の積み上げ作業　７．地元石工職人の土

ど も ん
門さん

人近い職人がこの現場で働いてきま
した。若い人から年配まで、出身、
年齢は様々ですが、中間層の人材が
少ないことから、後継者の育成にも
力を入れています。
　特に地元の職人の方には、この貴
重な機会に、現場で石垣の修復につ
いて学び、技術を継承していくこと
で、将来にわたり美しい小峰城の石
垣を守り続けていってほしいと思い
ます。

伝
統
工
法
に
よ
る
作
業

　
石
垣
の
修
復
は
、
江
戸
時
代
の

伝
統
工
法
を
基
本
と
し
、
文
化
財

石
垣
と
し
て
の
価
値
を
損
な
う
こ

と
な
く
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。

　
撤
去
し
た
石
は
、
一
つ
一
つ
に

墨
で
番
号
を
付
け
、
傷
な
ど
の
有

無
を
調
査
し
、「
石
材
カ
ル
テ
」
に

記
録
し
ま
す
。
震
災
前
の
写
真
と

照
ら
し
合
わ
せ
位
置
を
特
定
し
、

施
工
図
を
作
成
、
元
に
戻
せ
る
石
、

加
工
し
て
転
用
す
る
石
、
新
規
に

購
入
す
る
石
に
区
分
し
ま
す
。

　
積
み
上
げ
る
石
は
大
き
い
も
の

で
約
１
ト
ン
。
ク
レ
ー
ン
で
現
場

に
運
び
、
型
紙
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
、
施
工
図
に

基
づ
き
元
の
場
所
に
戻
し
て
い
き

ま
す
。
１
日
に
積
み
上
げ
る
石
は

平
均
で
５
個
程
度
、
１
個
に
つ
き

約
２
時
間
を
要
し
ま
す
。

全
国
か
ら
石
工
職
人
が
集
結

　
作
業
に
は
経
験
や
特
殊
な
技
術

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
場

で
は
多
く
の
石
工
職
人
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
石
と
石
が
か
み
合
う

よ
う
職
人
が
石
材
を
加
工
し
、
バ

ー
ル
で
微
調
整
を
行
い
ま
す
。

修復を
支える
職人たち

小峰城石垣再生
の歩み

本丸西面・本丸北面・雪見櫓（修復中）

主な被災箇所の修復状況（７月末現在）

三重櫓・前御門（完了）

帯曲輪西面（完了）

５

３

１

４ ２

６

▲復元された本丸南面の石垣を見学する子どもたち（７月14日／関辺小６年生体験学習）

７

本丸南面（完了）帯曲輪門（完了）

竹之丸南面（修復中）

※写真は平成23年３月現在の状況

石工職人さんに聞きました

▲石垣の積み上げ施工図（本丸南面の一部）
 １つ１つの石に番号を付け崩落前の写真と
照らし合わせ位置を特定。この図を基に石を
元の位置に忠実に積み戻していきます。

清水門（完了）
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熊
本
市
長
と
会
談

　
６
月
９
日
、
鈴
木
市
長
が
熊
本

地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
４
月
の

地
震
発
生
以
降
、
市
で
は
熊
本
市

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
崩
落
し
た

石
垣
の
復
旧
に
つ
い
て
、
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
大お

お
に
し西
熊
本
市
長
と
会
談
し
た
鈴

木
市
長
は
「
文
化
財
の
復
旧
は
心

の
復
興
に
つ
な
が
る
。
小
峰
城
の

修
復
で
培
っ
た
経
験
や
知
恵
を
惜

し
ま
ず
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

熊
本
城
の
再
建
に
向
け
、
引
き
続

き
支
援
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

　
小
峰
城
の
経
験
を
伝
え
る

　
鈴
木
市
長
は
、
小
峰
城
の
復
旧

工
事
で
使
用
し
た
資
料
や
現
場
の

写
真
を
持
参
し
、
崩
落
し
た
石
垣

一
つ
一
つ
に
番
号
を
付
け
崩
落
前

の
写
真
と
見
比
べ
元
の
位
置
を
特

定
し
た
こ
と
や
施
工
図
を
作
成
し

た
こ
と
な
ど
、
小
峰
城
の
修
復
で

学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

１．頬
ほほあて

当御門からみた石垣崩落の状況　２．飯
いいだまるごかいやぐら

田丸五階櫓を支える石垣　３．現地のメディアから取材を受ける鈴木市長

　
大
西
熊
本
市
長
は
、「
小
峰
城
の

修
復
や
福
島
の
復
興
を
進
め
て
い

る
中
、
熊
本
の
こ
と
を
気
に
か
け

て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
白
河

市
の
経
験
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
一
日
で
も
早
い
熊
本
城
の

再
建
に
向
け
力
を
注
ぎ
た
い
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

想
像
以
上
の
被
害
に

　
大
西
熊
本
市
長
と
の
会
談
を
終

え
た
市
長
は
、
河か

わ
だ田
熊
本
城
総
合

事
務
所
長
の
案
内
で
、
熊
本
城
を

視
察
し
、
現
地
の
担
当
者
と
と
も

に
崩
落
し
た
石
垣
の
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
熊
本
城
は
、
国
指
定
重
要
文
化

財
13
件
を
含
む
建
造
物
32
件
全
て

が
損
壊
、
石
垣
全
体
の
約
１
割
に

あ
た
る
８
、２
０
０
㎡
が
崩
落
し

ま
し
た
。

　
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を

受
け
た
鈴
木
市
長
は
「
想
像
以
上

の
被
害
。
熊
本
城
は
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
。
再
建
に
向
け
て
、

出
来
る
限
り
支
援
し
た
い
」
と
熊

本
城
復
旧
へ
の
強
い
想
い
を
語
り

ま
し
た
。

鈴
木
市
長
が
熊
本
市
を
訪
問

都市政策室長兼文化財課長　
鈴
す ず き

木　功
いさお

１．竹之丸南面石垣修復現場の一般公開（７月３日）　２．体験学習で作業現
場を見学（関辺小６年生）　３．修復された石垣を見上げる見学者

１．大西熊本市長に熊本城復旧のための寄附金を手渡す鈴木市長
２．写真や資料を用いて修復作業の手順を説明

石
垣
修
復
の
状
況
を
公
開

 

市
で
は
、
崩
落
し
た
石
垣
修
復

の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
10
月
、
平
成
24
年
９

月
に
崩
落
状
況
の
見
学
、
平
成
25

年
12
月
か
ら
は
毎
月
１・
２
回
の

修
復
現
場
の
公
開
を
行
い
、
石
垣

　

石
垣
積
み
上
げ
作
業
を
行
っ

て
い
る
竹
之
丸
南
面
な
ど
の
現

場
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
石
垣
の
裏

側
の
様
子
も
見
学
で
き
ま
す
。

◦
開
催
日
　
８
月
11
日
㈷
、
９
月

４
日
㈰
、
10
月
２
日
㈰
、 

11
月
６

日
㈰
、
12
月
４
日
㈰

◦
公
開
時
間
　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

※
天
候
や
工
事
の
状
況
等
に
よ

り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 石

垣
修
復
現
場
一
般
公
開

　

復
興
へ
の
思
い
を
裏
込
め
石

に
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
開
催
日
　
８
月
11
日
㈷

◦
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
参
加
費
　
無
料

※
１
口
２
０
０
円
の
小
峰
城
城

郭
復
元
基
金
へ
の
寄
附
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

小
峰
城
跡
石
垣
イ
ベ
ン
ト

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

１

２

１

２

１

３

２３

次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
に

が
復
元
さ
れ
て
い
く
姿
を
市
民
の

方
が
自
分
の
目
で
見
て
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
竹
之
丸
南
面
な
ど
の

一
般
公
開
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
小
峰
城
の
歴
史
や
文
化

財
復
旧
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
修
復
の
過
程
を
定

期
的
に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

試行錯誤を繰り返しながら

　震災から５年の月日が流れ、大き
な被害を受けた小峰城も、昨年には
本丸・三重櫓までの一般公開を再開
することができました。
　震災直後は、10か所において崩
落した石垣をどのように修復するか、
費用は、期間はどうするかなど多く
の課題がありました。
　しかし、文化財石垣としての価値
を損なうことなく、伝統工法による
修復を行うことを早期に決断し、復
旧作業に取り掛かることができまし
た。
　こうして、被害状況の記録化、崩
落原因の究明、崩落石材一石ずつに

番号を付しての撤去、石材カルテの
作成、崩落前の写真からの位置の特
定、江戸時代の構築技術の解明、工
事箇所の公開など行ってきました。
　崩落前の写真だけを頼りに、石垣
を元の形に復元するのは、気の遠く
なるような作業ですが、修復された
石垣の姿を見た市民の方から「元の
姿に戻ったね」と言っていただいた
時、役割の一端を果たせたような思
いでした。
　毎日が試行錯誤の繰り返しですが、
小峰城の経験が道標となり、一日も
早い熊本城の復興につながるよう心
から願っています。

市の担当者に聞きました

▲熊本城でアドバイスを行う



９ ８

　

７
月
8
日
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の

立
ち
直
り
へ
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
伝
達
式
で
は
、
南み

な
み
も
と元
福
島
保

護
観
察
所
長
か
ら
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

と
題
し
た
安あ

べ倍
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
圓つ

む
ら

谷や

副
市
長
に
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
が
明
る
い
社
会

へ
の
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
、
七
夕
飾
り

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
９
日
、
大
信
総
合
運
動
公
園
（
大

信
上
新
城
）
で
「
第
２
回
県
南
Ｓ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
in
た
い
し
ん
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
南
地
方
の
11
商
工
会
青
年
部
に
よ

る
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ

対
決
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
の

結
果
、
白
河
高
原
清
流
豚
を
使
用
し
た
ホ

ッ
豚ト

ン

ド
ッ
ク
が
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
や
、
幅
５
㎝
×
長
さ
40
㎝
の

「
聖ひ

じ
り

う
ど
ん
」
を
使
っ
た
二
人
羽
織
わ
ん

こ
早
食
い
競
争
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
、
中
央
中
で
新
校
舎
完
成
を

祝
う
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
と
耐

震
性
確
保
の
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
改

築
工
事
に
着
手
し
、
こ
の
た
び
新
た
な
校

舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
を
代
表
し
て
和わ

ち知
愛ま

な

佳か

さ
ん
（
３
年
）
が
、「
素
晴
ら
し
い
環
境

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
う
れ
し
い
。
自
慢
の

校
舎
を
造
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
器
楽
部
の
演
奏

に
合
わ
せ
特
設
声
楽
部
が
歌
を
披
露
し
た

ほ
か
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
、
市
民
会
館
（
手
代
町
）
で

「
白
河
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
に
功
績
が
あ
っ
た
方
へ
の
表
彰
の
ほ

か
、「
少
年
の
主
張
」
が
行
わ
れ
、
各
中
学

校
の
代
表
生
徒
８
人
が
日
常
生
活
で
感
じ

て
い
る
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
に

詰
め
掛
け
た
在
校
生
や
市
民
の
方
々
は
、

生
徒
の
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
市
長
賞
を
受
賞
し
た

関せ
き
ね根
佑ゆ

う
じ治
さ
ん
（
南
中
３
年
）
を
は
じ
め

上
位
入
選
し
た
５
人
の
生
徒
は
、
県
大
会

へ
の
出
場
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
２
日
、
大
信
地
域
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ひ
じ
り
ん
館
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流
し
、
食

を
楽
し
み
、
地
元
の
情
報
を
発
信
す
る
場

で
す
。
館
内
に
は
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
「
た

い
し
ん
の
幸さ

ち

商
店
」
や
飲
食
ス
ペ
ー
ス

「
四
季
彩
キ
ッ
チ
ン
田
―
Ｄ
ｅ
ｎ
」
の
ほ

か
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
子

ど
も
広
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、
関
係

者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、
大

信
赤
十
字
奉
仕
団
が
「
大
信
大
黒
舞
」
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
、
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
で
、「
ふ
く

し
ま
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」
の
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
信
こ
だ
ま
太
鼓
の
演
奏
と
と
も
に
、

白
河
歴
史
文
化
協
会
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
隊
が
駅
利
用
者

を
出
迎
え
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
一
日
駅

長
に
就
任
し
た
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
か
ら
、
Ｄ

Ｃ
を
盛
り
上
げ
た
団
体
の
代
表
者
へ
、
駅

長
が
描
か
れ
た
ピ
ン
ク
の
白
河
だ
る
ま
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
更
な
る
地
域
の
魅
力
発
信

を
誓
い
、
同
甲
冑
隊
の
発
声
で
関
係
者
全

員
が
勝
ど
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

第
２
回
県
南
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
た
い
し
ん

多
彩
な
催
し
と
ご
当
地
グ
ル
メ
を
堪
能

第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
新
た
に
誓
う

中
央
中
落
成
記
念
式
典

新
校
舎
完
成
を
祝
う

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

代
表
生
徒
が
日
頃
の
思
い
を
発
表

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

勝
ど
き
を
あ
げ
更
な
る
魅
力
発
信
を
誓
う

「
ひ
じ
り
ん
館
」
オ
ー
プ
ン

新
た
な
地
域
交
流
・
情
報
発
信
拠
点

▲犯罪や非行のない明るい社会づくりを誓った関係者 ▲勝どきをあげる関係者

▲テープカットの様子▲会場を盛り上げた二人羽織わんこ早食い競争

▲ヘンデル作曲「ハレルヤ」を披露する器楽部と特設声楽部 ▲市長賞を受賞した関根さん

Topicｓ



△ヤマト運輸㈱・ヤマトマルチメンテナンスソリューション
　ズ㈱との協定締結式の様子（６月16日）

◁あったか訪問員     
　（左から河

か わ の

野さん、
　直

な お い

井さん、星
ほ し

さ
　ん）

11 10

白
河
提
灯
ま
つ
り

16 18～ 日㈰日㈮

９

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１ ～ 高齢者福祉 ～

高齢者の見守り活動をご存じですか

　認知症の方や家族、地域の人たちがお茶を飲みなが
ら困りごとなどを話し合ったり、専門家のアドバイス
を受けられる場所です。
◦場　所　レジデンス楽市１階（大手町）
◦参加費　100円
◦開催日　 9月８日㈭・29日㈭、10月13日㈭・25日㈫、
　　　　　11月24日㈭、12月６日㈫・22日 ㈭、１月
　　　　　12日㈭・24日㈫、２月23日㈭、３月７日
　　　　　㈫・21日㈫／午後１時30分～３時30分
問東部地域包括支援センター（関辺川前）☎�8889

　市と協定を締結した企業・団体が、日常業務の中で
一人暮らしの高齢者や障がい者などに何らかの異変
を感じた場合、その状況を市に連絡するとともに、緊
急性・事件性がある場合は、消防や警察に通報します。
市は、関係者と連携し対象者の安否確認や必要な対応
を行います。現在、24の企業・団体（郵便局・新聞
店・コンビニエンスストア・荷物宅配会社等）と協定
を締結しています。
◦対　象　一人暮らしの高齢者または障がい者など

　高齢者相談員が定期的に電話をかけ、安否確認を行
います。申し込みが必要です。
◦対　象　①70歳以上の一人暮らしの方　②70歳
　　　　　以上の方のみで構成されている世帯
◦申請先　本庁舎高齢福祉課　内2723 ／各庁舎地域
　　　　　振興課　表郷☎�2114　大信☎�2114
　　　　　東☎�2116

　訪問員が自宅を訪問し、安否確認を行います。申し
込み不要です。
◦対　象　①70歳以上の一人暮らしの方　②75歳
　　　　　以上の方のみで構成されている世帯

　65歳以上の一人暮らしで自力でごみを集積所へ出
すことが困難、さらに身近な人の協力が得られない方
などを対象に、ごみの訪問収集とともに安否の確認を
する、あったか訪問収集などの事業も行っています。
詳しくはお問い合わせください。
問本庁舎高齢福祉課　内2723

　徘徊の可能性のある認知症高齢者等を登録し、徘徊
時に警察等の関係機関と協力して、早期発見・保護が
できるようにします。事前登録が必要です。
◦対　象　市内居住の徘徊の可能性がある認知症高

◦登録先　地域包括支援センター（明戸）☎�0332
※捜索に協力してくれる団体・事業者および個人の方
　を随時募集しています。

齢者等

　認知症を発症し、生活をする上で様々な支障が出
てくる中で、その進行状況にあわせて、いつ、どこで、
どのような医療・介護サービスを受ければ良いかを
標準的に示したものです。ぜひご活
用ください。
◦配付場所　
　本庁舎高齢福祉課・各庁舎地域
　振興課・地域包括支援センター

問本庁舎高齢福祉課　内2729

 見守り支援協定

 あったか訪問

 その他

あったかカフェ
認知症コミュニティルーム

 認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク

 お元気コール

市では、高齢者等が住みなれた地域で安心して暮らせるまちを目指し、見守り活動を行っています

認知症ケアパス
認知症は早期の対応が大切です

私たちが訪問します！

１日目～提灯行列出発！～２日目～子ども山車！～３日目～全町渡河！～

　
白
河
の
伝
統
行
事
「
白
河
提ち

ょ
う
ち
ん灯

ま
つ
り
」
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
初
日
は
鹿
嶋
神
社
か
ら
御お

た
び
し
ょ

旅
所

（
桜
町
）
ま
で
、
２
日
目
は
九
番

町
か
ら
御
旅
所
ま
で
、
３
日
目
は

向
寺
か
ら
鹿
嶋
神
社
ま
で
、
約

８
千
個
の
提
灯
が
行
列
と
な
っ
て

ま
ち
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　
勇
壮
で
幻
想
的
な
提
灯
行
列
の

ほ
か
、
前
回
か
ら
の
見
所
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
神み

こ
し輿
・
先
達
提
灯

の
全
町
渡と

河か

、
子
ど
も
た
ち
に
引

か
れ
練
り
歩
く
各
町
の
山だ

し車
や

２・
３
日
目
に
行
わ
れ
る
神
社
神

輿
の
町
内
渡と

ぎ
ょ御
も
あ
り
ま
す
。

　
見
所
盛
り
だ
く
さ
ん
の
提
灯
ま

つ
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
白
河
ま
つ
り
振
興
会
☎
�
１
１

４
７
／
鹿
嶋
神
社
☎
�
３
０
７
９

◦駐車場　しらかわカタールスポーツパーク（総合運動公園）駐車場（北中川原）、阿武隈川河川敷駐車場（入口は岡﨑小児科内科医院前）等
※鹿嶋神社駐車場は利用できません。また、しらかわカタールスポーツパーク駐車場は、提灯の行列が通過するまで車の出し入れはできません。

 

 

白河駅市立図書館
りぶらん

ヨークベニマル

ＴＳＵＴＡＹＡ

しらかわ
カタールスポーツパーク

小峰城駐車場

河川敷駐車場

東北本線

阿武隈川

向寺

桜町

本町

中町
天神町

九番町

鹿
嶋
神
社

御
旅
所

Ｐ

Ｐ

Ｐ

16日　先達出発　　　午後６時
　　　 神社神輿出発　午後６時50分
　　　 宮本出発　　　午後８時10分
18日　先達到着　　　午後８時
　　　 神社神輿到着　午後８時50分
　　　 宮本到着　　　午後10時10分

16日　神社神輿出発　午後６時50分
　　　 たいこ橋渡り　午後６時～８時
　　　 全町渡河　　　午後６時～８時
18日　全町渡河　　　午後７時40分～９時50分
　　　 たいこ橋渡り　午後７時50分～ 10時
　　　 神社神輿到着　午後８時50分
　　　 参加全町お手打ち　 午後11時

鹿嶋神社

《Point》

先達通過　午後７時20分
神社神輿通過　午後８時10分
宮本通過　午後９時30分

先達提灯の妙技・勇壮な神輿

17日　白河駅前交差点

《Point》

先達通過　午後6時50分
神社神輿通過　午後7時40分
宮本通過　午後9時

先達提灯の妙技・勇壮な神輿

17日　天神神社前

《Point》

神社神輿の到着・勇壮な神輿

16日　先達到着　午後７時30分
　　　 神社神輿到着　午後８時20分
　　　 宮本到着　午後９時40分
17日　先達到着　午後８時
　　　 神社神輿到着　午後８時50分
　　　 宮本到着　午後10時10分

御旅所

《Point》
先達提灯の妙技・勇壮な神輿

17日　先達通過　午後７時40分
　　　 神社神輿通過　午後８時30分
　　　 宮本通過　午後９時50分
18日　先達通過　午後６時50分
　　　 神社神輿通過　午後７時40分
　　　 宮本通過　午後９時

四辻交差点

《Point》

先達出発　午後６時
神社神輿出発　午後６時50分
宮本出発　午後８時10分

18日　向寺

《Point》
神社神輿の出発・各町出発

先達出発　午後6時
神社神輿出発　午後6時50分
宮本出発　午後8時10分

神社神輿の出発・各町出発

17日　九番町

《Point》

１
日
目

ス
タ
ー
ト

２
日
目

ス
タ
ー
ト

３
日
目

ス
タ
ー
ト

全町が阿武隈川
を渡河します

《Point》

　提灯祭りの醍
だ い ご み

醐味の１つは、
初日と最終日の全町渡河です。
幻想的な光景を見ることができ
ます。

　初日の鹿嶋神社境内から提灯
行列が出発する荘厳な場面です。
たいこ橋を渡る神輿行列を見る
ことができます。

　日中は、意匠をこらした手づ
くりの山車が町内を練り歩きま
す。各町ごとに違うお囃

は や し

子を聞
くことができます。

注目！
ここに

月



13 12

お知らせ
Ｎｅｗｓ

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

子育てフェスタinしらかわ
～知ろう！体験しよう！しらかわの子育て支援～

市職員採用試験
平成29年度採用（平成29年4月１日以降）

三世代同居・近居住宅支援
～住宅取得・増改築リフォーム補助金～

問ＮＰＯ法人しらかわ市民活動支援会☎�2090 問本庁舎総務課　内2315

問本庁舎建築住宅課　内2265

募　集 募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ Ｒｅｃｒｕｉｔ

　市では、子育て環境の充実や高齢者支援の促進
を目的に、次の費用の一部を助成します。
⃝内　容　
　　子世帯と親世帯が新たに同居・近居するため
　に住宅を取得、または住宅を増改築リフォーム
　する場合の費用
⃝募集期間　９月１日㈭～平成29年２月28日㈫
⃝対象者　
　　平成28年４月１日以降に市内で住宅を取得ま
　たは増改築リフォームし、三世代同居または近
　居を新たに始め、要件をすべて満たす方
　※主な要件は次のとおりです。他の要件等、詳
　　しくはお問い合わせください。
　　①同居または近居を３年間継続すること
　　②町内会に加入中、または加入する見込みが
　　　あること

※複数の試験を重複して申し込むことはできませ
　ん。受験資格を確認のうえ、いずれか１つの試
　験に申し込んでください。
※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課、各
　庁舎地域振興課で配付します。また、市ホーム
　ページからも取得できます（試験方法など詳細
　は受験案内をご覧ください）。
※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実
　施します。

⃝第一次試験日　９月18日㈰
⃝申込受付期限　８月19日㈮まで

⃝第一次試験日　10月16日㈰
⃝申込受付期間　８月26日㈮～９月16日㈮
　　　　　　　　※申込用紙は８月22日㈪から配
　　　　　　　　　付します。

ファミリーサポートセ
ンター「まかせて会員」

家庭訪問型子育て支援
ボランティア

　「おねがい会員」の子ど
もの一時的な預かりや、保
育園・幼稚園、児童クラブ
等への送迎を援助できる方
「まかせて会員」を募集し
ています。「まかせて会員」
になるには、次の講習会の
受講が必要です。
⃝日　時　９月２日㈮・12
　　　　　日㈪、10月７日㈮・17日㈪・27日
　　　　　㈭／午前９時30分～午後４時
　　　　　※託児あり
⃝会　場　市人材育成センター（中田）　２階
⃝受講料　2,500円　※会員登録後返金します
⃝対　象　市内居住の20歳以上の方
※「おねがい会員」は随時募集中

　市内幼稚園・保育園の情報や、様々なしらかわ
の子育て支援を紹介したり、体験教室に参加した
り、親子一緒に楽しめるイベントです。
　ぜひご参加ください。
⃝日　時　
　８月20日㈯／午前10時～午後２時20分

⃝内　容
　▷子どもと一緒に楽しめるコンサートや「おひ
　　るねアート」「リトミック」などの体験教室、
　　ママ向けの「ヨガ」や「抱っこ・おんぶの相
　　談会」などの子育てに役立つ講座
　▷ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」第16代うた
　　のおねえさん神

か ん ざ き

崎ゆう子コンサート
　▷親子で楽しめる手づくりコーナー、飲食コー
　　ナー　
　▷会場には「おもてんくん」や「ひじりん」な
　　どのゆるキャラも登場！

▷神
か ん ざ き

崎ゆう子コンサート
   午後１時30分～２時30分
  ※入場無料、整理券あり（お    
　　ひさまひろば、表郷公民
　　館 などで配付しています）

⃝場　所　表郷公民館（表郷番沢）
⃝参加費　無料　※一部有料の教室や託児（１人
　　　　　500円）あり
⃝対　象　主に未就学児とその保護者

　未就学児のいる家庭を訪問し、子育て中の
方に寄り添い話を聞き、一緒に育児・家事を
して子育てを支援するボランティア「ホーム
ビジター」を募集しています。
　「ホームビジター」になるためには、子育て
経験があり、次の８日間の養成講座の受講が
必要です。
⃝日　時　９月５日㈪・12日㈪・23日㈮・30
　　　　　日㈮、10月７日㈮・18日㈫・25
　　　　　日㈫／午前９時30分～午後４時、
　　　　　10月26日㈬～ 28日㈮のいずれか
　　　　　の日で１時間　※９月12日、10月
　　　　　７日は「まかせて会員」養成講座
　　　　　と合同実施　※託児あり
⃝会　場　市人材育成センター（中田）　２階
⃝受講料　無料

問ファミリーサポートセンター☎�9907 問ホームスタートしらかわ☎�2090

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

職種
(採用予定人員） 受験資格（学歴不問）

行政事務
（２人程度）

平成７年４月２日から平成11年４
月１日までに生まれた方

保健師
（１人程度）

昭和57年４月２日以降に生まれた
方で、保健師免許を有する方または
平成29年３月末日までに同免許を
取得する見込みの方

幼稚園教諭お
よび保育士

（２人程度）

昭和57年４月２日以降に生まれた
方で、幼稚園教諭免許および保育士
資格を有する方または平成29年３
月末日までに同免許および資格を取
得する見込みの方

職種
(採用予定人員） 受験資格（学歴不問）

行政事務
［後期試験］
（６人程度）

昭和57年４月２日から平成７年４
月１日までに生まれた方

　　③市税等の滞納がないこと
　　④県の「多世代同居・近居推進事業補助金」　
　　　を受けていないこと
　　⑤子世帯が18歳未満の子どもと同居している
　　　こと
⃝補助金額　
　　補助対象経費（住宅の取得に要する費用また
　はリフォーム工事費用）の50％または次の基本
　額と加算額の合計額のいずれか低い額

住宅の取得 増改築リフォーム

補助基本額
新築 同居型60万円

近居型50万円
30万円

中古 同居型40万円
近居型30万円

加 
算 

額

市外からの
転入世帯 20万円 10万円

中心市街地
居住 10万円 ５万円

市内業者施
工

10万円
※新築住宅のみ ５万円

 ※最大補助額 100万円 50万円

△おもてんくん △ひじりん

高
校
卒
程
度

資
格
免
許
職

大
学
卒
程
度

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

第３回白河CMシナリオコンテスト

第９回「白河市民芸能大会」７月９日／市民会館（手代町）

天道念仏さんじもさ踊り
７月３日／八幡神社（関辺）

　季節の風景や地域のイベントなど、市民の
皆さんが市内で撮影した写真を募集していま
す。投稿いただいた写真は、広報白河で紹介
します。
　詳しくは、市ホームページをご
覧ください。

Ｓｎａｐｓｈｏｔ
話題を写真で紹介！

問本庁舎秘書広報課　内2373

おひさまひろば「たなばた会」
７月６日／中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

最優秀賞、優秀賞が決定！ ◦受賞作品と受賞者
　▷最優秀賞  
　　作品名  「ホット一息！白河の関」
 　  鈴

す ず き

木美
み わ

和さん（西郷村）①
　▷優 秀 賞  
　　作品名  「あの人も歩いた白河」 
 　  菊

き く ち

地かおりさん（明戸）②
　　作品名  「本当はずっとこの町が好きだった」
　　大

お お い わ

岩仁
ひ と み

実さん（三本松）③

問本庁舎秘書広報課　内2373

　本市の魅力を全国に向けて発信する「第３回白河
ＣＭシナリオコンテスト」の受賞作品が決定し、７
月20日に表彰式が行われました。
　今年は、15作品の応募があり、選考委員会による
審査の結果、次の３作
品が選ばれました。
　今後は、最優秀賞作
品のシナリオを基に30
秒のＣＭを作成し、イ
ンターネット動画等で
配信する予定です。

⃝日にち　９月18日㈰・19日㈷
⃝開　演　午前９時45分から（午前８時15分開場）
⃝会　場　しらさかの森スポーツ公園（白坂）
⃝入場料　▷入場券　２日通し／13,000円　１日／7,000円
　（前売）　▷野球観戦券　１日観戦／1,500円　２日観戦／3,000円
　　　　　▷立川談春落語鑑賞券（18日のみ）　2,000円
　　　　　　※野球観戦・落語鑑賞には入場券も別途必要です。
⃝出場者
　▷18日　谷

た に む ら

村新
し ん じ

司、レキシ、高
た か は し

橋優
ゆ う

、R
ラ イ ム ス タ ー

HYMESTER、サニー
　　　　　デイ・サービス、S

サ イ レ ン ト

ilent S
サ イ レ ン

iren、立
たてかわだんしゅん

川談春　ほか
　▷19日　怒

ど は つ て ん

髪天、1
テ ン

0-F
フ ィ ー ト

EET、M
モ ノ ア イ ズ

ONOEYES、S
ス ク ー ビ ー

COOBIE D
ド ゥ

O、
　　　　　クリープハイプ　ほか
　▷両日　ウクレレジプシーキヨサク from M

モ ン ゴ ル

ONGOL800、
　　　　　畠

はたけやま

山美
み ゆ き

由紀、N
な か む ら

akamuraE
え み

mi、T
ザ

HE B
バ ッ ク

ACK H
ホ ー ン

ORN、
　　　　　W

ホ ワ イ ト

HITE A
ア ッ シ ュ

SH、猪苗代湖ズ、スネオヘアー、石
い し ざ き

崎ひ
　　　　　ゅーい、柴

し ば た

田淳
じゅん

、片
か た ひ ら

平里
り な

菜、富
と み ざ わ

澤タク、渡
わ た な べ

辺俊
と し み

美、
　　　　　音

お ん そ く

速ライン、a
エ イ ヴ

ve、あばれる君、高
た か は し

橋まこと（野球
　　　　　のみ）、グループ魂小

こ ぞ の

園（野球のみ）、亀
か め だ

田誠
せ い じ

治、奈
な

　　　　　良
ら

美
よ し と も

智、古
ふ る た

田敦
あ つ や

也、平
ひ ら い

井理
り お

央、日
ひ だ か

髙のり子、箭
や な い

内
　　　　　道

み ち ひ こ

彦、ひとりぼっち秀
ひ で き ち

吉B
バ ン ド

AND　ほか
※出場者は予告なく変更となる場合があります。ご了承ください。
⃝ホームページ　http://kazetorockimonikai.jp/2016/

　昨年に続き９月に、音楽イベント「風とロック芋煮会 2016 
K

カ ゼ ト ロ ッ ク

AZETOROCK I
イ モ ニ ー

MONY W
ワ ー ル ド

ORLD!」がしらさかの森スポーツ
公園で開催されます。
　今年も一流アーティストのライブに加え、出場者による草野
球、立川談春さんによる落語が白河を熱く盛り上げます。その
ほか、会場では県産食材を使った芋煮や日本酒などが楽しめま
す。ぜひご来場ください。

今年も、たくさんのアーティストが白河に集結！

②①③



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の
　翌日
《絵で見るお話の会》
　９月３日㈯／午前11時～正午
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日、学校
　の夏休み期間を除く
　※０歳～７歳対象

17 16

Library information

～新刊の一部を紹介～

子育て支援が日本を救う

ママのミカタ　こどものミ
カタ

スティグマータ

名画で遊ぶ　あそびじゅつ！

もとこども

柴田　悠

米川祥子

近藤史恵

エリベート・ド・ランビリー

富安陽子　作／いとうひろし　絵

　子育て支援は、労働生産率
の上昇を含め「政策効果」が
高い政策であることを本書は
論証していきます。財源への
言及もあり、客観的な政策論
となっています。

　子育て情報誌に寄せられた
育児の悩みに対し、臨床心理
士の資格を持つ著者が、発達
心理の観点から解答していま
す。お悩み中の方はぜひ読ん
でみてください。

　自転車ロードレースを描いた
今作はツール・ド・フランスが舞
台です。落ちた英雄の復帰とエ
ースを狙う不穏な影。
　それでもエースを信じてアシス
トする主人公が見た結末とは。

　モネやボッティチェリなどの
世界の名画の中で、「ミッケ！」
のように探し遊びができます。名
画の詳しい解説を読みながら、子
どもから大人まで楽しめる１冊
です。

　おじいちゃんもおねえちゃん
もママもみんな「もとこども」。
リズム感のある文と、細かく
描かれた絵を見ていくと、「ど
んな大人になろうかな」とい
う夢がふくらみます。

⃝一般図書

り ぶ ら ん
市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
夏
の
上
映
祭
り
》

▽
内
容　
「
マ
イ
・
ガ
ー
ル
」

▽
日
時　
８
月
17
日
㈬
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
15
分

▽
内
容　
「
一
枚
の
ハ
ガ
キ
」

▽
日
時　
８
月
18
日
㈭
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▽
内
容　
「
リ
ト
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
～
小

公
女
～
」

▽
日
時　
８
月
19
日
㈮
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
10
分

▽
内
容　
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

▽
日
時　
８
月
20
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
８
月
18
日
㈭
、
９
月
１
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
８
月
27
日
㈯
、
９
月
10
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝
本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
パ
ク
パ
ク
♪
万
国
ご
は
ん

紀
行
」

　
８
月
、
リ
オ
五
輪
が
い
よ
い
よ
開
幕
し

ま
す
。
世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
国
が
あ
り
、

文
化
や
歴
史
も
様
々
、
食
生
活
も
色
々
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
世
界
各
国
の
料
理

を
中
心
に
、
歴
史
や
文
化
の
本
も
併
せ
て

特
集
し
ま
す
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
夏
」

　
夏
休
み
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
。
水
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
、
虫
と
り

や
ス
イ
カ
な
ど
、
夏
に
ち
な
ん
だ
本
を
集

め
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り
夏
を
楽
し
も
う
。

《
課
題
図
書
・
読
書
感
想
文
・
自
由
研
究
・
工
作
》

　
こ
ど
も
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
付
近
に
、
夏

休
み
の
宿
題
に
関
す
る
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
８
月
31
日
㈬
ま
で
、
特
別
に
短
い

期
間
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

中
学
生
以
上
を
対
象
に
し
た
も
の
は
、
テ

ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
第
33
回
白
河
手
づ
く
り
絵
本
展
作
品
募
集
》

▽
募
集
作
品　
手
書
き
・
貼
り
絵
・
し
か

け
絵
本
な
ど
形
は
自
由

▽
募
集
期
間　
９
月
６
日
㈫
～
23
日
㈮　

※
休
館
日
の
９
月
12
日
㈪
・
20
日
㈫
を
除
く

▽
応
募
方
法　
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
貼
っ

た
作
品
の
裏
面
に
出
品
票
を
貼
り
付
け
、

り
ぶ
ら
ん
児
童
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
出
品
票
は
同
サ
ー
ビ
ス

デ
ス
ク
で
配
布
し
ま
す
。

▽
作
品
展
示
期
間　
10
月
６
日
㈭
～
10
日
㈷

《
雑
誌
配
布
》

　
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を
お
譲
り
し

ま
す
。
詳
し
く
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
東
図
書
館　
８
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

▽
り
ぶ
ら
ん
（
第
１
回
）　

９
月
10
日
㈯

～
18
日
㈰　
※
第
２
回
～
４
回
の
日
程
は
、

館
内
の
掲
示
物
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　白河文化交流館コミネスが主催する公演・イベン
トをより楽しんでいただくため、コミネス友の会の
会員を募集します。会員の方には様々な特典をご用
意しています。
▷会員期間　入会時からその年度末まで（最長１年間）
　　　　　※今年度は入会時から平成30年３月31
　　　　　　日までとなります。
▷年会費　個人2,000円、法人3,000円（１口）
▷会員特典　
　①白河文化交流館が指定する公演チケットの優先
　　予約販売（枚数制限有）
　②会員価格でのチケット購入（枚数制限有）
　③公演情報等の早期提供（コミネス情報誌・公演
　　チラシ等）
　④会員限定の交流会への招待、その他白河文化交
　　流館が定める特典　
▷申し込み・問い合わせ先
　白河文化交流館コミネス準備室☎�3718／ＦＡＸ�8677
　※９月以降はコミネスにお問い合せください。

▷日にち　10月23日㈰　※開演時間は決
　　　　　まり次第お知らせします。
▷会　場　コミネス大ホール（会津町）
▷出　演　大

お お た に

谷康
や す こ

子（ヴァイオリン）　ほか
▷入場料　無料　※要入場整理券
▷応募方法　
　　次の必要事項を記入のうえ、往復はがきで応募
　してください。はがき１通につき２人まで応募可
　能です。なお、応募多数の場合は抽選になります。
　《往信面の裏》①公演名　②観覧希望者の氏名、
　　住所、電話番号
　《返信面の表》希望者代表の郵便番号、住所、氏名
▷応募期限　８月31日㈬まで　※当日消印有効
※結果は返信はがきで通知します（９月下旬発送予定）。
▷送付先　961-8602　白河市八幡小路７－１　教育
　　　　　委員会文化振興課

　「白河文化交流館コミネス」の開館を記念し、開
館記念コンサートを開催します。
《大谷康子と弦楽アンサンブル》

問本庁舎文化振興課　内2388 ／市民会館☎�3718

⃝児童図書

コミネス開館記念コンサート

コミネス友の会会員募集

©Masashige Ogata
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Facilities information

施 設 情 報

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
【催し案内】
◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と武家の装い」
◦会　期　８月28日㈰まで

◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結城家のその後ｰ」
※展示替えのため、８月29日㈪から９月９日㈮
　まで休館します。
※９月10日㈯から、特別企画展「松平家と松浦
　家」を開催します。詳しくは、市ホームペー
　ジまたは広報白河９月１日号をご覧ください。

白河が誇る優れた産品を紹介！
　

有
機
肥
料
・
低
農
薬
で
育
て

ら
れ
た
果
実
を
加
工
し
た
商
品

で
す
。

　

無
添
加
・
果
汁
100
％
の
「
り
ん

ご
ジ
ュ
ー
ス
」
は
、
様
々
な
品
種

の
な
か
で
も
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
甘

さ
の
「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」、
香

り
が
残
る
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」、

甘
さ
が
強
い
「
ふ
じ
」、
酸
味
が

強
い
「
グ
ラ
ニ
ー
ス
ミ
ス
」
の
４

種
類
が
あ
り
ま
す
。
飲
み
比
べ
を

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の

違
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
も
も
飴
」
は
、
ビ
タ
ミ

ン
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
桃
を
低

温
乾
燥
さ
せ
、
パ
ウ
ダ
ー
に
し
た

も
の
を
高
品
質
な
水
飴
の
生
地
に

練
り
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

桃
の
風
味
だ
け
で
な
く
、
果
肉
の

舌
触
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　お客様の好みに合うよう、１
つの果物に対して様々な品種を
取り揃えています。
　今後は、東京にも販路を広げ、
白河で栽培された果物をＰＲして
いきたいと思います。

代表　北
ほうじょう

條雄
か ず み

三さん

《
生
い
立
ち
と
各
地
へ
の
転
封
》

　
直
矩
は
１
６
４
２
年
、
直な

お
も
と基
の

子
と
し
て
今
の
福
井
県
大
野
市
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
は
徳と

く
が
わ川
家い

え

康や
す

の
子
で
下
総
（
茨
城
県
）
結
城

家
の
養
子
と
な
っ
た
秀ひ

で
や
す康
で
す
。

　
直
基
は
、「
松
平
」
を
名
の
り
ま

す
が
、
父
秀
康
の
命
で
結
城
家
を

継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
系
図
上

の
家
祖
は
、
源
頼
朝
に
白
河
荘
を

賜
っ
た
結ゆ

う
き城
朝と

も
み
つ光
で
す
。

　
さ
て
、
直
矩
は
父
の
急
死
で
姫

路
藩
（
15
万
石
）
を
継
ぎ
ま
す
。

し
か
し
、
幼
少
で
姫
路
の
西
国
監

視
の
役
は
困
難
と
、
越
後
村
上
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
成
長
後
、
姫
路

に
戻
さ
れ
ま
す
が
、
一
族
の
お
家

騒
動
の
処
分
で
九
州
へ
転
封
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
１
６
９
２
年
に

結
城
家
ゆ
か
り
の
白
河
に
移
さ
れ

白
河
歴
史
人
物
伝

転
封
を
繰
り
返
し
た
、
結
城
家
ゆ

か
り
の
大
名

松平直矩像
（前橋市・孝顕寺蔵、
　群馬県指定文化財）

写真提供　前橋市文化財保護課

松ま
つ 

平だ
い
ら 

直な
お 

矩の
り

松平家軍配

Vol.４

北條農園

▶総合運動公園（北中川原30 ／☎�8971）
《スポーツ教室》
　参加料を添えて、中央体育館にお申し込みく
ださい（電話受付不可、すべて先着順）。
◇一般男女および親子バドミントン教室
◦日　時　９月７日～10月５日　毎週水曜日　
　　　　　計５回／午後７時～９時
◦場　所　中央体育館（北中川原）
◦対　象　小学生以上一般男女　16人　
◦参加料　2,000円
◦申込期間　８月24日㈬～31日㈬
問ＮＰＯ法人白河市体育協会事務局☎�8655

問本庁舎農政課　内2225

ま
し
た
。

《
白
河
や
結
城
家
と
の
関
わ
り
》

　
直
矩
が
白
河
藩
主
だ
っ
た
の
は

晩
年
の
約
３
年
で
す
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
白
河
と
の
縁
が
あ
り
ま
す
。

村
上
藩
時
代
に
参
勤
交
代
で
白
河

を
通
っ
た
時
に
は
、
当
時
白
河
藩

領
だ
っ
た
長
沼
で
寺
に
狩
野
派
の

達だ
る
ま磨
図
を
寄
進
し
、
こ
れ
が
今
に

伝
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
藩
佐

竹
家
は
親
戚
で
、
そ
の
分
家
に
白

河
結
城
家
の
末
裔
が
仕
え
て
い
ま

し
た
が
、
秋
田
藩
士
へ
の
移
籍
を

口
添
え
し
て
い
ま
す
。
同
じ
結
城

一
族
、
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
白
河
藩
主
時
代
の
１
６
９
３
年

に
は
、
小
峰
城
道
場
門
内
に
鐘か

ね
つ
き撞

堂
を
建
て
、
鐘
で
時
刻
を
知
ら
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
直
矩
は
54
歳
で
亡
く

な
り
、
白
河
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
円
明
寺
の
墓
所
に
直
矩

の
五
輪
塔
と
家
臣
奉
納
の
灯と

う
ろ
う籠
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

▶文化センター（中田140 ／☎㉒5220）
◇すとうあつこ音楽教室サマーコンサート第３部バンド演奏会
◦日　時　８月21日㈰／午後４時から
◦入場料　無料
問ＭＵＳＩＣ1960☎090-9423-4117
◇白河シネマ＆コンサートフェスティバル2016
◦日　時　▷８月27日㈯／①「はなちゃんのみ
　　　　　　そ汁」／午前10時から　②「水際
　　　　　　の魚」／午後１時から　③「大地
　　　　　　を受け継ぐ」／午後２時から
　　　　　▷８月28日㈰／④「惑う～ After The 
　　　　　　Rain ～」／午前10時から
◦入場料　①・③・④／前売1,000円（当日200
　　　　　円増）、中学生半額、小学生以下無料
　　　　　※②は無料　　　　　
問白河シネマパラダイス運営委員会☎㉒5271
◇ＡＢＯＯ Ｓｉｎｇｅｒｓゴスペルコンサート
◦日　時　８月28日㈰／午後２時から
◦入場料　前売500円（当日300円増）
問ＡＢＯＯ Ｓｉｎｇｅｒｓ事務局☎㉒5271
◇平成28年度福島県南高校演劇連盟コンクール
◦日　時　９月３日㈯・４日㈰／午前10時から
◦入場料　無料
問県南高校演劇連盟（事務局白河高）☎㉔1116
◇福島県準グランプリ大会
◦日　時　９月11日㈰／午前９時から
◦入場料　2,000円
問ＪＭＵ☎03-6809-6146

▶東文化センター（東釜子字狐内47 ／☎㉞1131）
◇東西しらかわ中学校英語弁論大会
◦日　時　８月31日㈬／午前９時～午後５時
◦入場料　無料
問南中☎㉘2155
◇歌の交歓発表会
◦日　時　９月11日㈰／午前９時～午後５時
◦入場料　1,000円
問増

ま す や

谷☎090-6250-8905
◇川野夏美＆津吹みゆジョイントコンサート
◦日　時　９月19日㈷／午後２時から
◦入場料　前売2,500円　
問東文化センター☎㉞1131

▶きつねうち温泉（東釜子字狐内47 ／☎㉞1126）
◇きつねうち温泉１周年記念「秋の温泉まつり」
◦日　時　９月10日㈯／午前11時～午後４時
◦内　容　温泉スリッパ飛ばし、ビンゴ大会、ゆる
　　　　　キャラ写真撮影会、飲食・物販コーナー

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

(

１
６
４
２
～
１
６
９
５)

直矩の名が入っています。
（前橋市・東照宮所蔵、
　前橋市指定文化財）

紺
こ ん す そ

裾濃
ご い と

糸威
おどし

二
に ま い

枚胴
ど う ぐ そ く

具足

白河ブランド
認証第26号 りんごジュース（ジョナゴールド）
認証第27号 りんごジュース（シナノゴールド）
認証第28号 りんごジュース（ふじ）
認証第29号 りんごジュース（グラニースミス）
認証第30号 もも飴



募
集

自
衛
官
等
採
用
試
験

第
４
回
「
白
河
ま
ち
な

か
逸
品
巡
り
ツ
ア
ー
」

防
衛
大
学
校
生
等

し
ら
か
わ
観
光
ガ
イ
ド

養
成
講
座

「
家
庭
の
日
」作
品
募
集

案
内

パ
ソ
コ
ン
教
室

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
介
護

職
ミ
ニ
面
接
相
談
会

募
集

第
３
回
街
な
か
定
期
座

禅
会

体
育
施
設
無
料
開
放

し
ら
か
わ
地
域
企
業
展

示
交
流
会

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知

ら
せ

「
特
定
計
量
器
」
の
定

期
検
査

◦
申
込
開
始　
８
月
８
日
㈪
か
ら

《
昼
間
初
級
講
座
》

◦
日
時　
９
月
26
日
㈪
～
10
月
19

日
㈬
（
10
月
10
日
㈷
を
除
く
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
）
／
午
前
９
時

～
正
午

◦
内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

初
歩
操
作

◦
申
込
開
始　
９
月
１
日
㈭
か
ら

＝
共
通
＝

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー

◦
定
員　
各
15
人　
※
先
着
順

◦
受
講
料　
１
万
８
０
０
円

◦
申
込
受
付
時
間　
午
前
９
時
～

午
後
５
時　
※
平
日
の
み

◦
申
込
方
法　
受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
５
１
２

　
「
地
元
の
い
い
と
こ
ろ
を
誰
か
に

教
え
た
い
」
「
歴
史
や
文
化
を
も

う
少
し
知
り
た
い
」
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

◦
期
間
　
８
月
30
日
㈫
～
11
月
８

日
㈫　
計
５
回

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）
お
よ
び
県
南

地
域
の
現
地

日
㈪
～
５
日
㈬

◦
対
象　
電
気
式
は
か
り
や
大
型

は
か
り
（
計
量
能
力
が
５
０
０
㎏

を
超
え
る
も
の
）

※
期
間
中
、
訪
問
に
よ
る
検
査
を

行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
８

月
31
日
㈬
ま
で
に
福
島
県
計
量

協
会
（
☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
４

０
３
５
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

《
集
合
検
査
》

◦
日
時　
10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮

／
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

◦
会
場　
本
庁
舎
（
地
下
西
側
）

◦
対
象　
計
量
能
力
が
５
０
０
㎏

以
下
の
一
般
小
型
は
か
り

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
７

　
個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。
８
月
10
日
付
け
で
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

◦
納
期
限　
第
１
期
／
８
月
31
日

㈬
、
第
２
期
／
11
月
30
日
㈬

問
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税

課
☎
�
１
５
１
７

◦
日
時
　
９
月
３
日
㈯
／
午
前
７

時
30
分
か
ら　

◦
会
場　
関か

ん
せ
ん
じ

川
寺
（
愛
宕
町
）

◦
定
員
　
20
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
５
０
０
円

◦
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
３

　　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

◦
日
時
　
８
月
17
日
㈬
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
会
場
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
南
）

◦
対
象
　
３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
26
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
、
現
在
就
職
活
動
を
し

て
い
る
方　
※
申
込
不
要

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
☎
０

２
４
︲
５
２
９
︲
５
３
９
６

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
プ
ー

ル　
▽
各
市
民
体
育
館

問
本
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
内

２
３
８
５
／
総
合
運
動
公
園
☎
�

８
９
７
１
／
し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ

ー
ツ
公
園
☎
�
２
３
２
２

　
し
ら
か
わ
地
域
企
業
の
特
色
あ

る
技
術
、
様
々
な
製
品
を
展
示
し
、

地
域
内
外
の
取
引
の
活
性
化
や
就

職
を
目
指
す
地
元
高
校
生
の
進
路

選
択
を
支
援
し
ま
す
。

◦
日
時
　
９
月
６
日
㈫
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那

須
白
河
（
西
郷
村
大
字
熊
倉
）

問
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
☎
�
７
３

６
１

　　

取
り
引
き
ま
た
は
証
明
に
使
う

計
量
器
は
、
計
量
法
で
２
年
に
１

回
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
間
内
に

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
地
域　
白
河
地
域
（
表
郷

・
大
信
・
東
地
域
を
除
く
）

《
所
在
場
所
検
査
》

◦
期
間
　
９
月
８
日
㈭
、
10
月
３

　

介
護
事
業
所
４
社
を
招
い
て
、

直
接
担
当
者
と
相
談
や
面
接
が
で

き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
職
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
８
月
19
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
※
要
事
前

予
約

◦
会
場
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
地

下
会
議
室
（
郭
内
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
�
１
２
５

６
　

８
月
21
日
㈰
の
「
県
民
の
日
」

に
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

◦
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦
無
料
開
放
施
設　
▽
総
合
運
動

公
園　
陸
上
競
技
場
・
市
民
プ
ー

ル　
▽
し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ

公
園　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
▽
表
郷

小
学
校　
プ
ー
ル　
▽
大
信
総
合

運
動
公
園　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
市
民
プ

ー
ル　
▽
東こ

ち風
の
台
運
動
公
園　

◦
第
一
次
試
験
日　
▽
防
衛
大
学

校
　
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰　
▽

防
衛
医
科
大
学
校
　
10
月
29
日
㈯

・
30
日
㈰　
▽
防
衛
医
科
大
看
護

学
科
　
10
月
15
日
㈯

◦
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◦
応
募
資
格　
高
校
卒
（
見
込
み

含
む
）
以
上
の
21
歳
未
満
の
男
女

※
受
験
方
法
や
申
込
受
付
期
間
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
�
０
３
７
２

◦
日
時
　
８
月
22
日
㈪
／
午
前
11

時
～
午
後
２
時
30
分

◦
定
員
　
８
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
８
０
０
円

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１

《
昼
間
入
門
講
座
》

◦
日
時　
８
月
26
日
㈮
～
９
月
16

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

◦
内
容　
パ
ソ
コ
ン
の
入
門
・
初

め
て
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

《
航
空
学
生
》

◦
試
験
日　
９
月
22
日
㈷

◦
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

（
郡
山
市
虎
丸
町
）

◦
応
募
資
格　
高
校
卒
（
見
込
み

含
む
）
以
上
の
21
歳
未
満
の
男
女

《
一
般
曹
・
自
衛
官
候
補
生
》

◦
試
験
日　
９
月
17
日
㈯

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）
※
自
衛
官

候
補
生
女
子
は
陸
上
自
衛
隊
郡
山

駐
屯
地
（
郡
山
市
大
槻
町
）

◦
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
女

＝
共
通
＝

◦
申
込
期
限　
９
月
８
日
㈭
ま
で

※
受
験
方
法
や
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
�
０
３
７
２

　

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学

校
、
防
衛
医
科
大
看
護
学
科
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

21 20

◦
定
員　
入
門
お
た
め
し
コ
ー
ス

（
初
級
）
・
実
践
ガ
イ
ド
養
成
コ

ー
ス
（
上
級
）　
各
20
人

◦
申
込
期
限
　
８
月
20
日
㈯
ま
で

◦
受
講
料　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
白
河
観
光
物
産
協
会
桜

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
８
０
︲
２
８

２
０
︲
９
０
６
６

　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、

県
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
し
、
健
全
で
明
る
い

家
庭
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
が
実
践
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
、
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

◦
募
集
作
品　
作
文
・
絵
画
・
ポ

ス
タ
ー

◦
応
募
資
格　
県
内
に
居
住
ま
た

は
県
外
に
避
難
し
て
い
る
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で

◦
申
込
期
限
　
９
月
７
日
㈬
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
☎
０
２

４
︲
５
４
６
︲
０
０
０
２

くらしの情報館
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くらしの情報館

農
地
転
用
等
に
つ
い
て

ま
ち
か
ど

表
郷
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

レ
ッ
ド
ベ
ア
サ
バ
イ
バ
ル

キ
ャ
ン
プ
in
聖
ヶ
岩

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

立
教
志
塾
定
例
研
修
会

大
統
寺
夏
休
み
臨
時
寺

子
屋
シ
リ
ー
ズ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

９
月
市
議
会
定
例
会
日

程
（
予
定
）

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相

談
会

女
性
の
た
め
の
プ
チ
起

業
セ
ミ
ナ
ー

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

第
62
回
「
白
河
市
発
明
展
」

◦
日
時
　
▽
基
礎
編　
８
月
27
日

㈯　
▽
実
践
編　
９
月
10
日
㈯
／

午
後
１
時
～
４
時

◦
講
師
　
（
一
社
）
起
業
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ｅ
代
表
理
事

増ま
す
だ田
紀の
り
ひ
こ彦
氏

◦
対
象　
起
業
し
た
い
（
起
業
に

興
味
が
あ
る
）
女
性
の
方

◦
定
員
　
20
人
程
度　
※
先
着
順

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
道
場
小
路
）

◦
参
加
料　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
☎
�
７
３
６

１◦
日
時　
９
月
６
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時

◦
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
内
容　
義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

◦
担
当
医
師　
白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　
鈴す

ず

木き

幹み
き
お夫
氏

◦
持
参
品　
身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

◦
申
込
期
限　
８
月
30
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
５

◦
期
間
　
９
月
６
日
㈫
～
13
日
㈫

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
方

◦
注
意
事
項
　
①
自
作
の
発
明
工

夫
で
あ
る
こ
と　
②
模
倣
品
・
手

芸
品
・
自
然
観
察
ま
た
は
空
想
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と　
③
輸

送
や
展
示
に
不
便
で
な
い
こ
と

◦
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈬
ま
で

※
小
・
中
学
生
は
各
学
校
を
通
し

て
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
商
工
課　
内
２
２
４
７

　

９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で

す
。
広
告
板
や
立
看
板
な
ど
の
屋

外
広
告
物
は
、
生
活
に
必
要
な
情

　
９
月
に
開
催
す
る
市
議
会
定
例

会
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
本
会
議
・
委
員
会
は
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

◦
日
程　
左
表
の
と
お
り

◦
時
間
・
会
場　
▽
本
会
議　
午

前
10
時
か
ら
／
議
場
傍
聴
席
（
本

庁
舎
５
階
）　
▽
委
員
会　
午
前

10
時
か
ら
／
委
員
会
室
（
本
庁
舎

４
階
）

問
議
会
事
務
局　
内
２
４
１
２

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

報
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
ま
ち
を

活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り
ま
す
。

一
方
、
無
秩
序
な
看
板
の
設
置
は
、

良
好
な
景
観
を
損
な
う
ほ
か
、
適

正
な
管
理
を
怠
れ
ば
人
々
に
危
害

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成

と
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
を

目
的
に
、
屋
外
広
告
物
条
例
を
定

め
ま
し
た
。
屋
外
広
告
物
の
設
置

に
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
相
談
の
う
え
、
規

則
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　
内
２
２

８
８

《
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

　
農
地
や
採
草
放
牧
地
を
所
有
し

て
い
る
方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
を

行
う
と
き
は
農
業
委
員
会
へ
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▽
耕
作
す
る
た
め
に
農
地
を
売
買

・
贈
与
・
貸
借
す
る
と
き
（
農
地

法
第
３
条
の
申
請
）

▽
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
に
利

用
（
転
用
）
す
る
と
き
（
農
地
法

第
４
条
の
申
請
）

▽
農
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
借
し

て
農
地
以
外
に
利
用
（
転
用
）
す

る
と
き
（
農
地
法
第
５
条
の
申
請
）

※
い
ず
れ
も
、
手
続
き
を
完
了
す

る
ま
で
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

《
完
了
報
告
書
を
お
忘
れ
な
く
》

　
農
地
法
第
４
条
お
よ
び
第
５
条

の
許
可
に
対
す
る
工
事
が
完
了
し

た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
内
２
２

４
１

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
・
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老

齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
免
除
等
の
承

認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納

の
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
追
納
の
お
申
し
込
み
は
白
河

年
金
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４
１
６

１

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
の
方
が
労
働
者
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
退
職
金
を
支
払
う
、

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◦
加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業

を
営
む
方

◦
対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
方

◦
掛
金　
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
建
退
共
福
島
支
部
☎
０
２
４
︲

５
２
３
︲
１
６
１
８

《
講
習
会
》

◦
日
に
ち　
10
月
３
日
㈪

◦
会
場　
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海

（
郡
山
市
熱
海
町
）

《
試
験
》

◦
日
に
ち　
11
月
６
日
㈰

◦
会
場　
日
本
大
学
工
学
部
（
郡

山
市
田
村
町
）

＝
共
通
＝

◦
手
数
料　
各
３
、０
０
０
円

◦
申
込
期
限　
８
月
31
日
㈬
ま
で

※
申
込
書
等
は
当
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３

６◦
日
時
　
８
月
26
日
㈮
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
内
容　
▽
講
演
「
青
年
海
外
協

力
隊
の
現
状
と
課
題
」　

▽
講
師

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
訓
練
所　
所
長

洲す
ざ
き崎
毅た
け
ひ
ろ浩
氏

◦
参
加
費　
５
０
０
円

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

《
こ
ど
も
座
禅
会
》

◦
日
時
　
８
月
10
日
㈬
／
午
前
11

時
～
午
後
１
時

◦
対
象　
小
・
中
学
生

◦
定
員　
20
人　
※
先
着
順

◦
申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

《
千せ

ん
と
う灯
供
養
会
》

◦
日
時　
８
月
13
日
㈯
／
午
後
５

時
30
分
～
８
時
30
分
頃

◦
内
容　
境
内
と
墓
地
に
千
灯
の

ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
先
祖
供
養

を
行
い
ま
す
。

《
鉄
道
模
型
運
転
会
》

◦
日
時
　
８
月
27
日
㈯
／
午
後
１

時
～
６
時
、
８
月
28
日
㈰
／
午
前

９
時
～
午
後
２
時

◦
内
容
　
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
模
型
（
実

物
車
両
の
80
分
の
１
）、
境
内
で

乗
っ
て
遊
べ
る
庭
園
鉄
道
（
雨
天

中
止
）

＝
共
通
＝

◦
会
場　
大
統
寺
（
馬
町
）

◦
参
加
料　
無
料

問
大
統
寺
☎
�
２
７
２
３
／
ＦＡＸ
�

３
７
３
１
／
Ｅ
メ
ー
ルsoutetsu

7@
ybb.ne.jp

◦
日
時
　
８
月
28
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
会
場
　
ホ
テ
ル
＆
コ
テ
ー
ジ
白

河
関
の
里
（
表
郷
金
山
）

◦
内
容　
和
太
鼓
・
阿
波
踊
り
・

一ひ
と
え江
ウ
タ
カ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど

案
内

◦
入
場
料　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
藤ふ

じ
た田
☎
０
８

０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

　

レ
ッ
ド
ベ
ア
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
は
、
親
子
で
一
緒
に
学
べ
る

避
難
生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

も
し
も
の
時
の
「
備
え
」
を
頭
と

体
に
刻
み
込
む
１
泊
２
日
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
に
ち　
９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

◦
会
場　
聖
ヶ
岩
ふ
る
さ
と
の
森

◦
対
象
　
小
学
３
年
～
６
年
生
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　
※
子
ど

も
の
み
で
の
参
加
不
可

◦
定
員　
親
子
20
組
40
人　
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
内
容
　
火
お
こ
し
体
験
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
災
害
時
に
役
立
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

◦
参
加
料　
一
人
６
千
円

◦
申
込
期
限　
８
月
15
日
㈪
ま
で

◦
申
込
方
法
　
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

聖
ヶ
岩
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
�

２
４
７
１
／
Ｅ
メ
ー
ルhijiriga.

iw
a@
gm
ail.com

開催日 区分 内容
２日㈮ 本会議 開会、議案の上程、提案理由の説明

８日㈭ 本会議 委員会付託（請願・陳情）、一般質問
・上程議案に対する質疑

９日㈮ 本会議 一般質問・上程議案に対する質疑

12日㈪ 本会議 一般質問・上程議案に対する質疑、委
員会付託

13日㈫ 委員会 総務・市民産業・教育福祉・建設水道
常任委員会

15日㈭ 本会議 各委員長報告、質疑、討論、表決、閉会
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月休日救急医療当番医月の健康相談のお知らせ
歯　科 医 療 機 関 名 住　所 電話番号
４日㈰ 永 山 歯 科 医 院 馬 町 下 �1646

11日㈰ 芳 賀 医 院 歯 科 室 西郷村小田倉 �2862
18日㈰ 早 坂 歯 科 医 院 合 戦 坂 �6480
19日㈷ は や し 歯 科 医 院 道 場 町 �1818
22日㈷ 古市歯科クリニック 中島村滑津 �2894
25日㈰ ほ ず み 歯 科 医 院 三 番 町 �7211

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
４日㈰ 関 医 院 横　　町 �3003

11日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040
18日㈰ みうら小児クリニック 白　　坂 �1001
19日㈷ わたなべ子どもクリニック 老 久 保 �2166
22日㈷ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623
25日㈰ 岡﨑小児科内科医院 結　　城 �7811

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
４日㈰ 鈴木ホームクリニック 南 真 舟 �8181

11日㈰ 千 葉 医 院 外 薄 葉 �2080
18日㈰ つかはら内科クリニック 郭 　 内 �1011
19日㈷ 南湖こころのクリニック 関　　辺 �4401
22日㈷ ニューロクリニック 西郷村下前田東 �4111
25日㈰ 野村貫成堂クリニック 新 白 河 �3071

９９

■特別児童扶養手当所得状況届の提出
■食生活改善推進員養成講座

■子宮頸
け い

がん検診（９月以降）のお知らせ

■腎臓病予防講演会 ■Ｂ型肝炎ワクチンが定期予防接種にな 
　ります

　特別児童扶養手当を受けている方は、毎年、受
給資格審査のため、所得状況届を提出することが
義務付けられています。提出がない場合、継続し
て手当が受給できなくなりますので、必ず提出し
てください。
　対象者には８月上旬に書類を郵送します。　
◦提出期間　８月12日㈮～９月９日㈮
◦提出先　本庁舎こども育成課または各庁舎地域
　　　　　振興課（平日の午前８時30分から午
　　　　　後５時15分まで）
◦持参物
　▷特別児童扶養手当所得状況届
　▷印鑑
　▷特別児童扶養手当証書
　▷別居監護申立書（児童と別居している方のみ）
　▷別居している児童のいる世帯全員の住民票
　　（児童と別居している方のみ）
　▷前住所地の所得課税証明書（平成28年１月
　　１日現在本市に住民票がなかった方のみ）
　▷住所要件に関する申立書（避難している方のみ）
問本庁舎こども育成課　内2731

■妊娠届～母子健康手帳等の交付～

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2114

実施日 開始時間 会　場　
７日㈬ 13:30～ 犬神集落センター
８日㈭ ９:30～ 高木集会所
12日㈪ ９:30～ 表郷保健センター
14日㈬ ９:30～ 東保健センター
15日㈭ 10:00～ 蕪内公民館
21日㈬  10:00～ 大信保健センター
23日㈮ ９:30～ 上願ふれあいセンター
29日㈭ 13:15～ アナビースポーツプラザ

　妊娠と分かったら、医師に出産予定日を確認の
うえ、できるだけ早く（11週頃までに）妊娠届
をし、母子健康手帳などの交付を受けましょう。
市では次のとおり交付しています。
◦母子健康手帳交付健康セミナー
　　母子健康手帳・父子健康手帳・妊産婦一般
　健康診査受診票の交付および使い方を、赤ちゃ
　ん訪問など保健事業の説明をしながら交付し
　ます。希望の方には個別相談に応じます。
　▷日程・会場
　　８月２日㈫／本庁舎地下第１会議室、16日
　　㈫／本庁舎正庁（５階）
　　９月５日㈪・20日㈫／本庁舎地下第１会議室
　　10月３日㈪・17日㈪／本庁舎地下第１会議室
　▷受付期間　午前９時45分～10時
　　※説明は午前10時から、30分程度行います。
◦セミナーに参加できない方へ（窓口での交付）
　　本庁舎こども支援課および各庁舎地域振興
　課で随時交付します（平日の午前８時30分か
　ら午後５時15分まで）。
◦持ち物
　▷妊娠届出書（市内の医療機関に設置している
　　ほか、市ホームページからダウンロードでき  
　　ます。また、交付会場にも用意してあります）
　▷個人番号カード（または通知カードやマイナ
　　ンバーが記載された住民票の写し）
　▷運転免許証等の本人確認ができるもの（顔写
　　真付の証明書であれば1点、顔写真なしの証
　　明書であれば2点）　※顔写真付のマイナン
　　バーカードをお持ちの方は不要

◦代理の方の申請も可能ですが、できるだけ妊娠
　した本人がお越しください。代理の方が申請す
　る場合は、代理の方の本人確認ができる証明書
　の提示が必要です。

問本庁舎こども支援課　内2716

　食生活に関する正しい知識を学び、自分や家
族、地域のみなさんの健康づくりのために地域で
活動するボランティアの方を募集します。
◦期　間　９月７日㈬～12月７日㈬
◦定　員　15人程度
◦申込期限　８月26日㈮まで
※日時、会場、参加料など詳しくは、市ホームペ
　ージをご覧になるか、お問い合わせください。

　過去３年間に受診された方で、今年度対象者の
方には受診録と通知書を送付します（大信、東地
域の方にはすでに送付しています）。
　３年以上受診していない方、初めて受診される
方は健康増進課までお申し込みください。詳しく
は４月に配布した「市民検診のお知らせ（保存版）」
をご覧ください。
《白河地域》
◦検診日・受付時間
　９月５日㈪、12月12日㈪・26日㈪・27日㈫／
　①午前９時～10時30分、②午後１時～２時
◦会　場　中央保健センター
《大信地域》
◦検診日・受付時間
　10月13日㈭／午後１時～２時
　10月17日㈪／午前９時～10時
◦会　場　大信保健センター（大信町屋）
《東地域》
◦検診日・受付時間
　10月13日㈭／午前９時～10時
　10月17日㈪／午後１時～２時
◦会　場　東保健センター（東上野出島）
【健康マイレージ対象　200ポイント】

■スリムアッププロジェクト講演会
　健康的な減量を行うための食事・運動や、生活
習慣病予防を学びます。
◦日　時　９月７日㈬／午後２時～３時30分
◦場　所　中央老人福祉センター「白寿園」
◦内　容　
　▷テーマ　「私の身体改善プロジェクト～改
　　善のための食事・運動のポイント～」
　▷講師　うさみ内科（郡山市）　院長　宇

う さ み

佐見啓
け い じ

治氏
◦定　員　60人　※先着順
◦申込期限　８月26日㈮まで
【健康マイレージ対象　300ポイント】

　慢性腎臓病にかからないために、検診結果の見
方や生活面での注意点などを学びます。
◦日　時　９月28日㈬／午後１時30分～３時
◦場　所　中央保健センター（北中川原）
◦講　師　白河病院内科医師　和

わ く

久昌
ま さ ゆ き

幸氏
【健康マイレージ対象　300ポイント】

　10月１日からＢ型肝炎ワクチンが定期予防接
種になります。対象者は平成28年４月１日以降
に生まれたお子さんです。なお、対象者の保護者
の方には個別に通知をお送りします。

■睡眠市民講演会
◦日　時　９月８日㈭／午後１時30分から
◦会　場　中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）
◦内　容　▷テーマ　「心と体の健康は質のよい
　　　　　　眠りから」
　　　　　▷講師　福島大学共生システム理工
　　　　　　学類研究科准教授　高

た か は ら

原　円
まどか

氏
◦定　員　80人　※先着順
【健康マイレージ対象　300ポイント】
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月の無料相談９
種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

  6日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦表郷庁舎
問表郷庁舎地域振興課☎�2111 多重債務、離婚・相

続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

  7日㈬
21日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00 ◦本庁舎地下第３会議室

問本庁舎生活環境課　内216814日㈬ 10：00 〜 12：00
28日㈬ 13：00 〜 16：00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活環境課（１階）

問本庁舎生活環境課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 13日㈫
27日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 27日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 21日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこも
りなどに関すること

認知症の人と家
族の会 25日㈰ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートライン
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートライン相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

《７月１日現在の人口》
▷人口　61,978人（－10）
　男　　30,688人
　女　　31,290人
▷世帯　23,405世帯（+6）
※（　）内は前月比

《９月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　４日㈰・11日㈰・19日㈷・25日㈰
　　　　午前８時30分～正午
《納期限》８月31日㈬
◇国民健康保険税（第２期）
◇介護保険料（第２期）
◇後期高齢者医療保険料（第１期）
◇市県民税（第２期）

《善意の窓》
<愛の基金>
♥２万円　カラオケ灯り　様
♥５万円   深谷正子　様（小田川）
♥10万円  江田　功　様（裏山）
♥３万円   渡邊忠雄　様（東蕪内）
♥５千円   金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
<ふるさと納税>
♥１万円　佐久間裕一　様（東京都小平市）
♥１万３千円　橋本洋平　様（東京都世田谷区）
♥１万５千円　菊地威史　様（群馬県渋川市）
♥２万円　田苗益雄　様（川崎市）、後藤孝男　様（郡山市）
<ふるさと文化振興基金>
♥31,969円　白河民舞愛好会　様
♥３万円　徳秀・太田かずえ・太田唯雅　様（関辺）
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会　代表　小原英行　様
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様 

『
悪
役
を
演
じ
た
男
』

　
強
さ
が
嫌
わ
れ
た
。
い
か
つ
い
顔
に
太
鼓
腹
。

肩
を
い
か
ら
せ
勝
ち
名
乗
り
を
受
け
る
。
鋭
い

立
合
い
に
み
な
ぎ
る
パ
ワ
ー
。
ち
ぎ
る
よ
う
に

投
げ
、
一
気
の
出
足
で
土
俵
の
下
に
押
し
飛
ば

す
。
悪
役
の
要
素
が
揃
っ
て
い
る
。
負
け
た
相

手
に
手
を
貸
さ
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。「
手
を
貸

さ
れ
た
ら
屈
辱
で
し
ょ
う
」。
相
手
の
名
誉
を

重
ん
じ
た
う
え
で
の
振
る
舞
い
だ
っ
た
。

　
悪
役
が
い
る
か
ら
ヒ
ー
ロ
ー
が
輝
く
。
貴た

か
のノ

花は
な

は
、
細
い
体
に
心
細
げ
な
眼
差
し
。
当
代
き

っ
て
の
人
気
者
。
二
人
は
優
勝
決
定
戦
を
2
回

や
っ
て
い
る
。
館
内
は
貴
ノ
花
一
色
。
テ
レ
ビ

の
視
聴
率
は
50
％
を
超
え
た
。〝
期
待
”
に
こ
た

え
る
よ
う
に
負
け
た
。
大
歓
声
の
中
、
座
布
団

が
と
ぶ
。
北
の
湖
は
一
礼
し
、
堂
々
と
花
道
を

去
っ
て
い
く
。
見
事
な
敗
者
だ
っ
た
。

　
北
の
湖
は
悪
役
を
演
じ
た
。
む
し
ろ
こ
れ
を

誉
れ
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
実
像
は
悪
役

に
は
程
遠
い
。
角
界
の
誰
も
が
、
優
し
く
気
配

り
の
人
と
い
う
。
巡
業
中
、
疲
れ
て
い
て
も
頼

ま
れ
る
と
胸
を
出
し
続
け
た
。
土
俵
を
離
れ
る

と
、
兄
弟
子
の
増ま

す
い
や
ま

位
山
に
は
席
を
譲
っ
た
。
宴

席
で
は
、
率
先
し
て
〝
鍋
奉
行
”
を
や
り
、
水

割
り
を
つ
く
っ
た
。

　
一
方
、
繊
細
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
テ
ン
ポ

よ
く
仕
切
り
、
立
合
い
が
で
き
る
と
無
敵
。
だ

が
、
リ
ズ
ム
が
狂
う
と
お
か
し
く
な
る
。
朝あ

さ
し
お潮

と
い
う
力
士
に
は
、
何
故
か
負
け
た
。
ス
ロ
ー

な
動
作
に
い
ら
い
ら
。
と
ぼ
け
た
よ
う
な
顔
を

見
て
い
る
う
ち
、
気
が
抜
け
る
と
い
う
。　

　
今
月
８
日
、
27
年
振
り
に
大
相
撲
白
河
場
所

が
開
催
さ
れ
る
。
北き

た

の
湖う

み

、
千ち

よ代
の
富ふ

じ士
が
横

綱
の
頃
、
よ
く
石
川
町
で
夏
巡
業
場
所
が
行
わ

れ
た
。
本
場
所
と
違
い
、
浮
き
浮
き
し
た
お
祭

り
気
分
。
憧
れ
の
力
士
に
触
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た
り
。
笑
顔
と
歓
声

が
広
が
っ
て
い
た
。

　
さ
て
北
の
湖
。
昨
年
惜
し
く
も
、
相
撲
協
会

理
事
長
の
ま
ま
死
去
し
た
。
現
役
時
代
“
憎
ら

し
い
ほ
ど
強
い
”
と
い
わ
れ
た
。
最
年
少
で
横

綱
に
な
り
数
々
の
記
録
を
つ
く
る
。
優
勝
回
数

や
勝
星
数
で
上
回
る
力
士
は
い
た
が
、
強
さ
と

い
う
点
で
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。

　
昇
り
龍
の
よ
う
に
駆
け
登
っ
た
頃
の
第
一
人

者
は
輪わ

じ
ま島
。
両
者
の
激
闘
は
相
撲
史
に
残
る
。

左
四
つ
、
右
ま
わ
し
で
寄
り
た
て
る
北
の
湖
。

右
半
身
、
左
か
ら
下
手
投
げ
で
崩
す
輪
島
。
初

め
は
強
引
な
攻
め
で
苦
杯
を
な
め
る
。“
負
け
て

覚
え
る
相
撲
か
な
”
後
半
は
持
久
戦
に
持
ち
込

み
分
が
よ
く
な
る
。
天
才
と
呼
ば
れ
た
輪
島
が
、

北
の
湖
こ
そ
天
才
と
、
評
し
た
。

　
無
事
是
れ
名
馬
。
初
土
俵
か
ら
15
年
間
休
場

が
な
く
、
横
綱
在
位
は
10
年
を
超
え
た
。
看
板

力
士
が
常
に
土
俵
の
中
心
に
い
る
。
こ
れ
ほ
ど

頼
り
に
な
る
存
在
は
な
か
っ
た
。

　

当
時
の
理
事
長
は
、
名
人
栃と

ち
に
し
き錦
の
春か

す

が

の

日
野
。

北
の
湖
は
、
土
俵
に
厳
し
く
、
穏
や
か
な
人
柄

を
尊
敬
し
て
い
た
。
春
日
野
も
北
の
湖
に
、
指

導
者
の
資
質
を
見
い
出
し
て
い
た
。
現
役
の
名

声
だ
け
で
ト
ッ
プ
は
務
ま
ら
な
い
。
人
望
、
指

導
力
に
加
え
、
実
務
能
力
も
必
要
。
35
才
で
役

員
待
遇
、
49
才
で
相
撲
界
を
背
負
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
勝
敗
の
速
報
、
全

取
組
の
中
継
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
こ
た
え

た
。
し
か
し
、
閉
鎖
的
な
社
会
に
重
い
病
が
潜

む
。
不
祥
事
が
相
次
ぐ
。
新
弟
子
の
暴
行
死
に

大
麻
事
件
。
潔
く
辞
任
す
る
。
さ
ら
に
野
球
賭

博
か
ら
八
百
長
事
件
に
拡
大
。
大
地
震
の
あ
っ

た
3
月
場
所
は
中
止
と
な
る
。
国
技
の
一
大
危

機
。
こ
こ
で
北
の
湖
が
再
登
場
す
る
。

　
ま
ず
は
相
撲
人
気
の
回
復
に
全
力
を
あ
げ
る
。

白は
く
ほ
う鵬
の
奮
闘
や
、
遠え

ん
ど
う藤
の
活
躍
も
あ
り
客
足
が

戻
っ
て
き
た
。
次
は
協
会
の
公
益
法
人
化
の
大

仕
事
。
公
益
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
信
頼
は
高
ま

る
。
税
も
優
遇
さ
れ
る
。
当
然
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
売
買
さ
れ
、
と
か
く
の
風
評
の
あ
っ
た
年

寄
株
を
協
会
管
理
と
す
る
な
ど
、
粘
り
強
く
交

渉
し
た
。
こ
こ
で
も
、
因
習
や
し
が
ら
み
を
取

り
除
こ
う
と
、
悪
役
を
一
手
に
引
き
受
け
た
。

　
北
の
湖
は
、
力
士
と
し
て
も
管
理
者
と
し
て

も
非
凡
だ
っ
た
。
吹
き
す
さ
ぶ
寒
風
の
中
、
身

を
避
け
ず
愚
直
に
進
ん
だ
。
彼
こ
そ
、
谷た

に
か
ぜ風
・

雷ら
い
で
ん電
か
ら
双ふ

た
ば
や
ま

葉
山
・
大た

い
ほ
う鵬
へ
と
続
く
、
大
い
な

る
品
格
と
権
威
の
系
譜
に
入
る
偉
人
だ
。
私
は

フ
ァ
ン
の
一
人
だ
っ
た
。　
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市長の手控え帖

《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、毎
月15日に発表してい
ます。詳しく
は、市ホーム
ページをご覧
ください。

（６月分）

月の献血９
実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間

１日㈭
㈱ ユ ア テ ッ ク 白 河 飯沢山 10:00～11:00
三 金 興 業 ㈱ 新白河 12:30～13:30
福島県南土建工業㈱ 中　田 14:30～17:00

13日㈫ 社 会 福 祉 協 議 会 表 郷 支 所 表郷堀之内 10:00～11:00
アズビル金門白河㈱ 表郷深渡戸  11:30～14:30

実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間
13日㈫ 市役所表郷庁舎・ＪＡ東西しらかわ 表郷金山 16:00～17:00

30日㈮

パナソニック㈱オートモーティブ＆
インダストリアルシステムズ社 白　坂 9:30～12:00

EAファーマ㈱福島事業所 白　坂  13:00～15:00
東北ポール㈱白河第二工場 新白河  16:00～17:00
※8月21日㈰のベイシア白河モール店は中止となりました。



編
集
・
発
行
／
白
河
市
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書
広
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961-8602　

福
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代
）
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Ｆａｘ
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表
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庁
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〒
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表
郷
金
山
字
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者
久
保
２
　
☎
㉜
2111

／
Ｆａｘ
㉜
2234

大
信
庁
舎
　
〒
969-0392　

大
信
町
屋
字
沢
田
15-1　

☎
㊻
2111

／
Ｆａｘ
㊻
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庁
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　〒
961-0392　

東
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字
殿
田
表
50　

☎
㉞
2111
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「広報白河」は、環境にやさしい再生紙
と植物油インキを使用しています。
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広
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ら
か
わ
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　６月４日に行われた、第17回ＡＢＣ全国小学生バドミント
ン大会福島県予選会で優勝を果たした市川茉央さん（釜子小
６年、Ａクラス女子シングルス）と、矢吹隆成くん（釜子小
２年、Ｃクラス男子シングルス）は、８月に埼玉県で開催さ
れる全国大会に出場します。
　２人は週３回の練習に加え、自宅でも練習に取り組んでい
ます。全国大会へ向け、隆成くんは「一生懸命練習して、１
位を目指して頑張る」、また、茉央さんは「１戦１戦諦めず
に、最後までベストを尽くせるよう頑張る」と意気込みを元
気よく話してくれました。

人物 ｅｐｏｒｔ 市
い ち か わ

川 茉
ま お

央
矢
や ぶ き

吹 隆
りゅうせい

成
さん
くん～注目のあの人を紹介～

住　　所：横町21
営業時間：11:00 ～ 14:00、15:00 ～ 18:00
定 休 日：不定休

　

昭
和
48
年
に
横
町
で
創
業
、
平
成
４

年
に
現
在
の
場
所
、
中
央
中
の
近
く
に

店
舗
を
構
え
ま
し
た
。

　

創
業
当
時
か
ら
お
店
を
切
り
盛
り
す

る
の
は
店
主
の
田た

な
か中

良よ
し
み美

さ
ん
（
78
歳
）

と
妻
の
し
げ
子
さ
ん
（
77
歳
）。
良
美

さ
ん
は
元
国
鉄
職
員
で
、
創
業
当
初
は

勤
め
な
が
ら
お
店
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
店
内
に
は
最
後
に
機
関
士
を
務
め

た
列
車
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

店
主
の
こ
だ
わ
り
は
手
打
ち
麺
と
ワ

ン
タ
ン
。
極
薄
の
生
地
で
作
る
ワ
ン
タ

ン
は
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
舌
触
り
で
、

食
べ
た
瞬
間
、
ス
ー
プ
の
う
ま
味
が
口

の
中
に
広
が
り
ま
す
。
一
箸
で
は
つ
か

み
き
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
こ
だ
わ
り

の
薄
さ
ま
で
生
地
を
伸
ば
す
に
は
、
長

年
の
経
験
で
培
っ
た
技
術
、
集
中
力
が

必
要
で
す
。「
気
が
立
っ
て
い
る
と
い
い

ワ
ン
タ
ン
は
で
き
な
い
」
と
良
美
さ
ん
、

「
だ
か
ら
仕
込
み
中
の
夫
婦
け
ん
か
は

禁
物
で
す
」
と
し
げ
子
さ
ん
が
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
バ
タ
ー
と
レ
モ
ン
が
の

っ
た
、
白
い
ス
ー
プ
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー

メ
ン
も
お
す
す
め
で
す
。

　

お
客
様
か
ら
の
「
お
い
し
か
っ
た
よ
、

ま
た
来
る
ね
」
の
一
言
が
、
夫
婦
で
40

年
以
上
続
け
て
こ
れ
た
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

味
の
店　
田
中
屋

第
４
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《ｉ広報紙》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック アプリで情報チェック
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